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第 34 号議案
裾野市税条例の一部を
改正することについて

地方税法の一部が改正されたこ
とに伴う一部改正

質 たばこ税の改正内容およ
びその目的は？

答 4,618 円／1,000本か
ら5,262 円／1,000本

へ、県たばこ税の一部を市へ移
譲。約8,900万本／年の売上
があり5,000万円強の市税収
入増の見込。企業の海外移転を
防ぐためなどの理由による法人
税の減額措置との調整。

質
個人市民税の改正内容お
よび目的は？

答 平成26年～平成35年
に限り、500 円の加算

により 1500万円 / 年の増税。
防災対策に対する財源に充てる。

質
市としての防災対策に対
する具体策は？

答 平成26年施行であり今
後検討し、倉庫や備品購

入等に充当予定。

第 36 号議案
裾野市駐車場条例を
制定することについて

㈱ガーデンシティすそのより裾
野駅前パーキングの運営、管理
を引継ぐことに伴い、管理事項
を定めるために条例を制定

質 裾野駅前パーキングの利
用、収益見込みは？

答 実績により年間定期契約
者６名、利用台数1,400

～ 1,600 台／月、40 万円 /
月の収入見込み。

質
市の管理ではなく、民間
への委託は検討したの

か？

答 区画整理事業区域であり、
換地等の関係により市の

管理とした。

質
経理は企業会計を導入し
てはどうか？

答 収入源が一つであり、減
価償却も少ないため、単

式簿記が適当と考える。

第 40 号議案
平成24年度裾野市

一般会計補正予算（第１回）

裾野駅前パーキング除草作業委託
� （４万５千円）

質
市民協働による管理は検
討したのか？

答 営業場所であり、確実な作
業実施のため委託とした。

市道１-19 号線（千福が丘）
桜の木の伐採委託（385万円）

質
伐採場所、伐採本数およ
び予算の算出根拠は？

答 景ヶ島から千福が丘方面
に上る右側101本の伐

採を計画。木の太さにより単価
は２種類あり、細い木 78本、
太い木23本を予定。

市道１-19 号線
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結果

第34号議案
賛成 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決

（賛成多数）反対 〇 〇

低所得者を含め負担増となる。また防
災の施策のための財源確保とのことだ
が、使途が不明確である。さらに、負

担増が重なることは消費がますます低下し、景気低
迷を加速させ、復興回復に逆行するものである。

法令に遵守する
ことは国民の義
務であり、引上
げの目的は防災対策である
と明確となっている。

議案の賛否

討論・採決

※議長（土屋篤男）は採決には加わりません。
※賛否の分かれた案件のみ記載しています。その他の案件は、全員賛成で可決されました。

第34号議案　裾野市税条例の一部を改正する条例

反　対 賛　成

６月定例会が開かれました !
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質 当市の協力雇用主会設立に
向けて、自治体としてどの

ように取り組んでいくのか、伺う。

答 犯した罪を償い、社会の一
員として立ち直ろうとする

には、本人の強い意思だけでなく、
地域社会の理解と協力が必要と考
える。今後、静岡保護観察所の指
導や保護司会と協力しながら検討
していく。

質 当市の民生児童委員の抱え
る問題点と早期解決のため

の取り組みを伺う。

答 職務の多様化により、問題
は増加していると認識して

いる。委員の増は、地域の実情を

踏まえ、民生児童委員協議会や区
長等と協議の上、県に要望してい
きたい。

質 裾野市事業評価監視委員会
の答申をどのように駅西土

地区画整理事業に取り込んでいく
のか、伺う。

答 監視委員会の意見を尊重し、
見直し案を前提に、地域住

民・議会の意見を参考に事業見直
しをする方針でいる。

質 土地区画整理法第76条の
規制緩和の見込みと期限設

定を伺う。

答 事業見直しと平行して、建
築規制の許可基準の緩和を

県と事前協議中であり、調整が整
い次第、年度内での施行を目指し
たい。

質 駅西の見直し案の今後の予
定を伺う。

答 住民不安払拭のためスピー
ド感を持って見直し作業に

取り組み計画変更案を策定し、国
や県と協議を行っていきたい。

質 まちづくり会社ガーデンシ
ティーすそのの解散を受け、

活性化の目標「①来街者数②居住
人口」の増加目標に今後どう向き
あって行くつもりか伺う。

答 市財政状況の悪化・商業形
態の多様化など活性化事業

の発案が無く、協議が足踏み状態。

質 閣議決定された基本計画の
認定要件は、裾野市の活性

化案にどのように反映されている
か伺う。

答 国の策定原則に対し、現時
点では具体的な計画策定に

入れない状況にあり、再度考えて
行く。

質 社会教育及び学校教育充実
に向け、学校と地域の連携

を任務とするスクールコーディ
ネーター導入の今後の見通しを伺
う。

答 学校のニーズに応じて地域
の人材発掘・環境整備・学校

やPTA事業の活動調整を担当し
てもらう。次年度モデル地区を指
定し、研究に取り組んで行きたい。

質 県は①雇用②地震・津波③
少子化④エネルギーの地産

地消⑤内陸フロンティアの５分野
が重点施策。県と市の施策が合致
している分野をどう推進していく
か伺う。

答 補助制度など、積極的に活
用し、県と連携しながら事

業を進め、総合計画に掲げてある
施策の推進を図っていく。

質 ミニ圃場整備による農業の
活性化と雇用対策、学校給

食の地産地消を図れないか伺う。

答 国と県の新規就農支援策を
活用して行きたい。

二
に

ノ
の

宮
み や

善
よ し

明
あ き

岩
い わ

田
た

広
ひ ろ

行
ゆ き

更生保護における就労支援として、
� 臨時職員雇用についての見解は。

裾野駅前活性化に向けた基本計画の
� 今後の取り組み方針を伺う。

非行防止・立ち直りを支える
�支援策として今後検討していきたい。

事業の発案が無く協議が足踏み。
�区画整理の状況を見て検討していく。

質

質

答

答

社会を明るくする推進大会

裾　野　駅

市
政
を
問
う
「
一
般
質
問
」（
15
名
が
登
壇
し
ま
し
た
。）
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質 東海地震をはじめとする大
規模災害に対応できる業務

継続計画の作成についての見解は。

答 当市は、大規模災害に対す
る業務継続計画が策定され

ていないため、現時点では新型イ
ンフルエンザの業務継続計画を援
用して対応する。しかし、大規模
災害想定の計画策定は重要と考え
るので出来るだけ早く策定してい
きたい。

質 裾野市地域防災計画に、新
たに女性の視点を踏まえた

避難所運営等が盛り込まれた。地
域防災会議への女性の参画推進は。

答 女性の意見を反映させるた
め、裾野市婦人会を委員と

して選出し本年４月に委嘱した。

質 避難所となる学校施設の天
井や照明器具の落下防止と

壁等の崩落を防ぐ取組みの現状は。

答 近年建て替えの体育館等は
落下防止の対策がとられて

いるが、古い施設は対応できてい
ない。校舎の天井や照明器具につ
いても落下防止策はとっていない
が、大規模改修時に対応していく。
外壁・内壁等は打診検査や目視に
より随時補修をしている。

質 市民に広く防災意識を高め
てもらうため、「家族防災

会議の日」を定め、地震等の災害
に備えていく取り組みについての
見解は。

答 家族で防災に関する話をす
る事は大切であると考える。

地域防災訓練など、さまざまな機
会を通じて、防災について家庭で
も話し合うようＰＲしていきたい。

質 当市においても、省エネ性、
長寿命、高輝度、安全性に

利点があるＬＥＤ化について、積
極的に導入すべきと考えます。公
共施設の照明器具及び防犯灯を蛍
光灯からＬＥＤ化する考えがある
か、伺う。

答 電気料金値上げの対策とし
て、ＬＥＤ化を進めていき

たい。市が管理する防犯灯は試験
的にＬＥＤ化し、ＬＥＤ化に対応
できる実効性のある補助制度にな
るよう検討していきたい。

質 裾野市は消防広域化の枠か
ら抜け単独で実施すること

になるが、危機管理の上から災害

に対応する職員は現在の人員で大
丈夫か。消防職員の増員を考えて
いるか、伺う。

答 消防職員を増員すれば、市
全体の定数から他部門の職

員を減らすことになり、市民サー
ビスの低下につな
がることが懸念さ
れる。現段階では
消防職員の増員は
考えていない。

質 福山市で
10 人が死

傷したホテル火災
発生後、当市は宿
泊施設の査察を実

施したか、伺う。

答 ５月16日から29日にか
けて立入検査を実施し、不

備、欠陥事項等について指導した。

三
み

富
と み

美
み

代
よ

子
こ

大規模災害に対応する
� 「業務継続計画」の作成は。

業務継続計画の策定は重要と考え、
� できるだけ早く策定したい。

質

答

佐
さ

野
の

利
と し

安
や す

省エネ対策として
� 公共施設の照明器具をＬＥＤ化に。

器具の取り替えなしに導入できる
� ものは速やかに取り替えていく。

質

答

LED 照明の販売風景

地域防災訓練（佐野上宿）
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一
般
質
問
の
質
問
時
間
は
30
分
で
す
。

質 部署間をまたぐ重要課題は
どのように対応されるのか。

スピーディな対応をする為には、
違った角度からの意見を共有する
ために係長会議などの開催は考え
られないか。

答 行政の課題は多様化してお
り、複数の部署に関係する

事業も多くなっておりスピード感
を持って対応する事が重要である
と考えている。部署間をまたぐ課
題への対応は、担当部署が中心と
なりプロジェクトチームや庁内委
員会を設置し全庁的に進めている。
現在は部課長会議を開催している
ので、係長会議については今後検

討していく。

質 事務の効率化等を考えて、
１職員１改善は考えられな

いか。また市民との相互理解を深
めるために発表会の考えは。

答 １職員１改善は、業務に取
り組む際の改善意識の定着、

意欲の向上を図る上でも効果的だ
と考えている。また、グループや
組織単位での提案を促す事により、
職場の研修や環境改善を進める等、
ＯＪＴとしての活動の推進も期待
できる。また、発表の場を設ける
ことは、職員の意識向上を図る上
でも効果的だと考えられるので、
今後事例発表の場を前向きに検討

していきたい。

質 裾野市の魅力発信を考えＦ
Ｃ事業※１の新たな展望は。

答 先進事例や近隣市町の状況
や効果を研究し、当市がど

のような形でフィルムコミッショ
ン事業に取り組んでいくか前向き
に検討していきたい。

増
ま す

田
だ

喜
き

代
よ

子
こ

ファルマバレープロジェクトに対して
� 裾野市の新たな取り組みは。　

企業立地補助金制度を拡充し、
� 企業誘致や立地維持を図りたい。

質

答

ファルマバレーセンター（長泉町）

質 議会の一般質問や代表質問
で議員から出ている意見や

取り組みについて、対応をどうす
るかお伺いしたい。

答 各担当課において事業見直
しや新規事業の必要性また

は費用対効果などを見極めて対応。

質 昨年の評価が、今後の行財
政に与える影響はどのよう

になるのかお考えをお伺いしたい。

答 評価結果を踏まえ、事業担
当部署において事業内容の

見直し等を検討し、平成24年度
当初予算に反映させた。

質 第５次裾野市行政改革大綱
推進実施計画に伴う、今後

の健全な財政運営の推進の取り組
みに、どう対応するのかお伺いし
たい。

答 昨年度作成した中期財政計
画を基に、社会情勢の変化

に対応した財政運営を行っていく。

質 市有財産の有効利用や有償
貸付、遊休地の売却や貸地

の再検討等をどのように取り組む
のかお伺いしたい。

答 道路用地の残地を防災倉庫
用地に利用したり、派出所

や民間への貸付等をしている。廃
道敷地は売却している。

質 消防団員の確保と処遇改善
は、どのように取り組むの

かお伺いしたい。

答 消防関係者や地区役員の皆
様の努力により、定数を満

たして辞令交付が行われた。安心
と活力ある裾野の実現に努力して
いきたい。

大
お お

庭
ば

敏
と し

克
か つ

平成 24年度「事業評価」は
�どのように対応して、誰に依頼するのか？

行革推進委員に依頼して、
10事業程度を評価したいと考えている。

質

答

消防東分団茶畑詰所

※１ フィルムコミッション（FC）事業……映画等の撮影場所誘致や撮影支援をする事業のこと。
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質 民間会社の古紙・段ボール・
雑誌など無料回収をうまく

利用する市民。社会奉仕活動の一
環として広告紙の回収をする団体
が活動するなど、市の一般廃棄物
の収集に頼らない市民の動きがあ
る。市税を使わず、民間会社によ
る回収方法を検討してはどうか。

答 スーパーマーケットの店頭
では、コンテナを置き買い

物に来た人が気楽に置いていくシ
ステムを行っている。自分達で資
源物を集める集団回収も、収集方
法として注目されている。いち早
く情報収集するとともに、収集方
法を市民に広く情報提供していく。

質 東日本大震災で発生したガ
レキ処理が復旧復興の妨げ

になっていると言われながら、静
岡県内でガレキ焼却したくても灰
の埋立て場に余裕がなく県外に埋
立てを依頼している自治体では焼
却に協力できない現
状にある。県市長会
の一員としての裾野
市長はどう打開する
のか。

答 市長会、町長
会の基本的な

スタンスは、同じ日
本人として、住民の
不安を払拭すること

を条件に、できるところからやっ
ていこうというのが前提であり、
国や県に対して最終処分場の確保
受け入れの要請をすることは、市
長会の一員として賛同した。

質 市区長連合会では今年度
11月第４日曜日を「裾野

市コミュニティーづくりの日」と
定め、合同で記念事業を開催され
ますが、今年度限りでなく、市の
コミュニティー祭りとして、次年
度以降も継続実施されますよう望
みますがお考えを伺う。

答 裾野市コミュニティーづく
りの日を基本として合同開

催を区長連合会にて協議、決定さ
れた。今年度は宝くじ助成事業の
200万を活用して実施する予定。
来年度は財源措置、シャトルバス
の利用状況の課題はあるが、今年
度の開催を十分検証して、来年度

以降も引き続き実施して行きたい
と考えている。

質 市民協働によるまちづくり
の一環として、市民と行政

のパートナーシップにより区長連
合会と協力しながら救急医療情報
カードの配布を市内全域に展開さ
れると聞いているが、いかがか伺
う。

答 救急医療情報カードの配布
では、ウグイスカードとし

て昨年度西地区安全会議で自主的
に製作し、伊豆島田をモデル地区
として実施した。実施した世帯に
アンケート調査したところ、大変
好評であったので、区長連合会で

市内全域に配布するよう、市の
パートナーシップ事業を活用し、
市と共同での実施を検討している。
緊急に病気、事故等で搬送される
際に、救急隊員に自分の情報を的
確に伝えることを目的とするもの
であり、市民の安全・安心の確保
を図るものである。

小
お

澤
ざ わ

良
りょう

一
い ち

市税を使わず、民間会社による
� 古紙・段ボール・雑誌の回収を。

市によるごみステーションからの
� 回収方式の見直しをします。

質

答

渡
わ た

部
な べ

昭
しょう

三
ぞ う

市民協働によるまちづくりの
� 目指すものは何か伺う。

市民みんなの元気と調和でつくる
� 暮らし満足都市の実現に取り組む。

質

答

ウグイスカード

民間業者による資源ごみ回収（今里）
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一
般
質
問
は
１
人
あ
た
り
３
度
ま
で
質
問
で
き
ま
す
。

質 駅西事業の再評価を行った
事業監視委員会に、「地域

商店街の現状」「地権者の生活不
安」「地域人口の減少」等報告さ
れたか。

答 具体的に説明はしていない
が、当市の他の計画策定や

基礎調査の経験があり、土地利用
状況を把握した意見が出ている。
現状はある程度把握されていると
考える。

質 幅員10ｍのプロムナード
線は廃止されたが幅員19m

の都市計画道路は変更しない。「駅
西に広い道路はいらない」が世論
では。

答 まちの骨格の形成、将来的
な有効活用、市全体の交通

ネットワークの形成を考慮し、配
置。幅員は変更しないとの報告。

質 「放課後子ども教室」実施
に向けて、「ボランティア

登録」を募る考えはないか。

答 今年度は参加児童の申込書
に、保護者がボランティア

として協力可能かを調査するなど、
確保に努めていきたい。

質 放射能災害を「地域防災計
画」に位置づけるため、放

射性物質拡散予想データの取得と
公表が必要。静岡県への働きかけ
は。

答 現システムでは、当市は計
算領域外のため放射能の影

響の測定が現状ではできない。範
囲の拡大を要望している。また県
としても国に要望していると聞く。
当市も県と連携を図りながら情報
の収集・共有化に努め、原子力対
策に対応していく。

質 国土利用計画（将来土地利
用構想）によると、圃場整

備予定地は、住宅地となっている。
住宅予定地を圃場整備する根拠は。

答 事業面積はすべてが農振農
用地域であり、県の土地利

用計画図でも農用地と定められて
いる。事業を進めるにあたり、特
段支障はないと考える。

質 中山間地域総合整備事業参
加者への説明（当該の農地

の除外申請）は文章をもって説明
する必要があると思うがいかがか。

答 本事業は地元区民からの陳
情に基づく事業で、十分理

解されていると考える。説明会は

平成21年から３年間で41回実
施している。今後も必要に応じて
説明していく。

質 農用地利用計画変更（除外）
基準書を作成し、しっかり

説明する必要があると思うがいか
がか。

答 過去、農用地（青
地）の除外申請

については、県も交え
て説明会で説明をして
いる。必要であれば、
地元および役員と協議
し説明していく。

質 費用対効果の算
出根拠を開示す

べきだと思うが。

答 本事業は県営事業であり、
事業主体である静岡県に対

し情報公開の規定に基づく手続き
により、開示を請求することにな
る。

岡
お か

本
も と

和
か ず

枝
え

勝
か つ

又
ま た

　 明
あきら

駅西区画整理事業から
� 除外して欲しい人は除外されるのか。

第３次国土利用計画裾野市計画は
� 見直しが必要では。

事業への意向を確認していく。
� ブロックごとの除外はある。

今回の計画変更の必要性は
� ないと考えます。

質

質

答

答

圃場整備予定地区

裾野駅西地区の情景
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市
政
を
問
う
「
一
般
質
問
」（
15
名
が
登
壇
し
ま
し
た
。）

質 全国的に豪雨や台風などで
災害が発生、原因の一つに

荒廃した山林もあるのではないか。

答 山地災害の防止には適切な
山林の手入れが必要だが、

管理が行き届いていない山林がある。

質 自己山林の場所、隣接地と
の境界も不明で間伐や枝打

ちをしていない。適正な管理に向
けての考えは。

答 木材価格の低迷などから山
林への関心の薄れや、自己

所有地の把握ができていない例が
多く見られる。解消法として施行
面積の集約化や基盤整備が効果的
であることが実証されている。

質 須山、富岡を含めた横断的
な林道整備の予定はあるか。

答 本年度、地元の意向、意見
を伺い状況を調査して、県

に要望していきたい。

質 裾野市振興公社の成り立ち
と今までの功績は。

答 平成８年、市が１億円の基
本財産を拠出して設立。文

化、スポーツや福祉の振興実績か
ら、施設の指定管理者として管理
運営をしている。

質 公益法人改革も迫り、これか
ら振興公社をどう考えるか。

答 一般財団法人に移行を理事
会で決定済み。公益性が前

面に出ないため市の関わり方も変
わる。

質 「ヘルシーパーク裾野」「文
化センター」の指定管理者

は原則公募方式で望む、その内容は。

答 現段階では未定だが、事業
者には施設の設置目的を効

果的、効率的に達成するための質
の高いサービスが提供できる計画
書、予算書等を求める。

質 案内君を設置した目的及び
その理由を伺う。

答 職員自ら案内を行うことで、
わかりやすく、親しみのあ

る市役所を目指すことと、職員の
接遇対応の研修の一環で行った。

質 案内君に携わった職員から
意見聴取及び分析について。

答 あいさつの大切さやサービ
ス業としての意識の大切さ

を感じた職員が多かった。また、
受付案内係との業務の重複を感じ
た者も少なからずいた。

質 この事業の成果を今後の市
政にどのように反映させる

か。

答 この体験を活かし、市民
サービスの一層の向上に努

めていきたいと考えている。

質 「あんないくん」と委託の
案内係の関係をどう考えて

いるか。

答 受付案内業務との関連性を
含めて検討中。

質 「あんないくん」に従事し
た職員を、なぜ勤続10年

以上としたのか。

答 経験を積んだ職員の方が十
分対応できると判断した。

質 年度末から年度初めの忙し
い時期に敢えてした理由は。

答
あらゆる状況を加味した中
で、試行をして情報を得た

いために、忙しいこの時期を選んだ。

質 同じ場所に同じ業務のもの
を置くことは、税金の無駄使

いだと思うが市当局の見解を伺う。

答 市独自のサービスのあり方
を検討するために試行した。

土
つ ち

屋
や

秀
ひ で

明
あ き

今後の山林の適正な管理及び
� 資源の活用についての考えは。

愛鷹山系に横断的な林道の新設が
� 不可欠、県営事業での整備を要望。

質

答

杉
す ぎ

本
も と

平
へ い

治
じ

フロアーマネージャー「あんないくん」の
目的について。

１階フロアーの活用方法と
� 試行的に行った職員の接遇研修。

質

答

フロアマネージャー「あんないくん」

愛鷹山の山林
8



傍
聴
席
ま
で
の
廊
下
に
ス
ロ
ー
プ
を
設
置
し
ま
し
た
。

質 富士山資料館・深良郷土資
料館の歴史遺産の保存と活

用は。

答 富士山資料館は市や県が実
施している世界文化遺産登

録についての学習会等でも利用さ
れている。深良地区郷土資料館は
富士山の世界文化遺産登録とは直
接関係ないが、地域の歴史、文化
財の保護の観点からは共通する部
分もあり、連携した活用も出来る
と考える。

質 観光行政の効果的推進の為、
市・商工会・観光協会の役

割分担と連携強化をどう図るか。

答 観光協会や商工会の代表の
皆様に中心となって策定し

ていただいた市観光基本計画を共
通認識とし連携していく。

質 未婚母子に保育料減免制度
が必要。裾野市のひとり親

家庭の現状と減免の実態は。

答 Ｈ23年度に提出された出
生届584件中６件が非婚。

保育料は保護者の所得により決定
されているのでひとり親を理由と
した減免は特に考えていない。

質 地域地震防災指導員会は、
防災意識の高まりと共に出

動要請が増えている。また、女性の
視点を求められている事等から増

員や研修の充実等の検討を求める。

答 増員に関しては規定の改正
で可能と考える。まずは地

域地震防災指導員会との協議をし、
必要との結論になれば規定を改正
したい。研修についてはどのよう
なものを望んでいるか等、地域地
震防災指導員会の意見を十分伺い
ながら対応していきたい。

質 民間法人が整備する児童発
達支援施設と行政の連携体

制は。

答 施設の運営は民間法人だが、
施設への入園や就学相談な

どについては、法人と市の関係部
署との連携を図り事業を推進して
いく。

質 すべての産業について支援
する『産業支援センター』

の開設を検討しては。

答 当市では、裾野市商工会に
よる巡回経営指導、ベネ

フィ駿東による福利厚生の援助、
静岡県産業振興財団や静岡県中小
企業団体中央会によるビジネス

マッチングや販路拡大支援等既存
の団体や施設を活用してもらえる
よう情報提供している。農業につ
いても各種相談を農林振興課の窓
口で行っており、状況に応じては
農協や東部農林事務所と連携しな
がら情報提供を行っている。『産
業支援センター』については将来
的な検討課題として考えていく。

質 移住・定住促進として『空
き家バンク』の開設を。

答 現状では県の『ふじのくに
移住・定住パートナーシッ

プ推進会議』に県内の他市町と共
に参加している。『空き家バンク』
については県内他市の実施状況、

効果等を参考に担当部署の検討も
含め制度研究していく。

質 商店街の活性化策として
『バル』または『街コン』

の声掛けと支援を。

答 『バル』や『街コン』の主
体は商店街であると考える。

飲食店等を主体とした商店街の皆
様の熱意を期待したい。

内
な い

藤
と う

法
の り

子
こ

賀
か

茂
も

博
ひ ろ

美
み

富士山世界文化遺産登録と
� 遺産センター誘致実現に向けた努力は。

パノラマロードを日本一長い
� メロディーロード※１にしませんか。

夏にイコモスの現地調査。
遺産センターは市内の設置を提案。

防衛事業との関係等、国や関係機関と
協議して研究していきたい。

質

質

答

答

メ
ロ
デ
ィ
ロ
ー
ド

�

（
富
士
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
）

須山浅間神社

※１ メロディーロード…アスファルト舗装の表面を加工し、走行音がメロディーとなり音楽のように聞こえる道路のこと。

98



質 全国の通学路で悲惨な事故
が相次いでいる。安全確保

の為の徹底した検討が必要と考え
る。⑴地域を挙げた見直し⑵運転
手のマナーだけに頼らない物理的
対策⑶規制等をどのような日程・
教育委員会の覚悟で進めるか。

答 ⑴安全性の見直しについて
は、PTA、地区児童会、

地区生徒会が区長と連携をし、要
望を出している。⑵物理的な安全
確保には用地や財源の確保等の問
題があり、計画してすぐに実施は
難しい。⑶８月末までに保護者、
道路関係者、地元警察署で緊急の
合同点検を実施する。

質 定期的な河川水質検査の結
果から何が分かるか。次世

代に良い水環境を手渡す為、有効
な対策は何か。

答 大腸菌群の数値は環境基準
を上回っている。これは各

家庭から排出されるし尿の処理が
不十分だと考えられる。地域の実
情に即して下水道への接続の呼び
かけや、浄化槽パトロールの実施
による合併浄化槽の設置の呼びか
けなどを行っていく。

質 中心市街地活性化の目玉で
あった㈱ガーデンシティす

そのは解散する。最大出資者とし
て、経緯をどう評価するか。関与

方法の中途見直しは出来なかった
のか。

答 地域のまちづくりの役割を
大いに期待していた。各種

自主事業には一定の効果があった
が、会社として利益は上がらず、
多くの株主の同意で解散する。こ
れまでの事業継続の判断は会社に
よるもの。

小
こ

林
ばやし

　 俊
しゅん

児童生徒の通学時の安全を
� どのように確保するか、具体的に示せ。

各校区に検討を指示している。
�今年 11月末までに対策案をまとめる。

質

答

解散した㈱ガーデンシティすその

　議会だよりで知るのとは別に、内容を細か
く知ることができました。身近な問題を詳し
く感じることは、市民として大切なことと思
います。また足を運ばせていただきます。
� 60代・女性

　質問中に他の議員が小声でつぶやくのは、
進行の妨げとなります。傍聴者に対して耳障
りであり、質問者への心理的プレッシャーに
もなります。裾野市議のマナーと資質の向上
を希望いたします。� 50代・女性

　初めての傍聴です。今までは議会だよりか
らの情報でしたが、実際に傍聴してみて、議
員の質問に対して職員の回答に誠実さを感じ
ました。裾野市民の一人として議員・職員に
エールを送ります。� 60代・女性

　一度に質問、一度に答弁では聞いている方
がついていけない。一つずつ、質問、答弁を
繰り返してもらえれば、聞く方も理解度が高
まる。� 60代・男性

　質問議員の質問が的外れの感じがあります。
� 70代・男性

　傍聴者の方からのご意見・ご
感想ありがとうございます。紙
面の関係上、すべてを掲載する
ことができませんが、ご了承下
さい。

　今定例会では多くの傍聴者の方から様々なご意見をいただきました。中には、
議員に対する厳しいご意見もいただきました。皆さんからのご意見を参考に、
市民の代表として市政発展に向け努力を惜しまず、議会活動に反映させていた
だきます。今後もより多くの市民の皆さんの傍聴、ご意見をお待ちしています。

議会を傍聴してみて…

ご意見を
受けて

次
の
議
会
は
８
／
28
㈫
に
開
会
し
ま
す
。
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裾野市議会では平成22年12月より議会改革等検討特別委員会を設置
し、議会改革を目指すと共に議会活動の活性化を目指し、『議会基本条例』
の策定に取組んでいます。

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
！

議会と行政、または市民との関係や議会の責務などを明確化し、市議会と
してあるべき姿や議会運営の基本事項を定めるものが議会基本条例です。

パブリック・コメント
裾野市議会基本条例（案）に対するご意見を募集します！

�
《募集期間》　平成24年７月23日㈪～８月22日㈬
《提出資格》　裾野市在住者または裾野市内の事業所に勤務する者
《提出方法》　�裾野市ホームページにて意見提出フォームをダウンロード、または住所・氏名・電

話番号・意見を記入した用紙を使用。郵送・ＦＡＸ・市役所５Ｆ議会事務局へ持参
〒410-1192　裾野市佐野1059　TEL 995-1839　FAX 993-7546　議会事務局
《条例本文》　裾野市ホームページに掲載、または議会事務局へお問合せ下さい。

議会基本条例施行までの流れ

議会基本条例とは……

議
会
改
革
の

�

検
討

条
例
案
の
検
討

市
長
と
の
協
議

条
例
案
の
策
定

条
例
施
行

パ
ブ
リ
ッ
ク

�

コ
メ
ン
ト

条
例
案

�

市
民
説
明
会

条
例
案
上
程

�

９
月
定
例
会

�

（
予
定
）
▶は今後の予定です。

政策・予算の提案

対等な立場で議論

行政監視・政策立案

選挙

市民

議会 市長

選挙

情報提供・意見徴集
議会報告会

市民サービスの
提供

裾野市議会基本条例
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議会をチェック !!

委
　
　
員
　�

二
ノ
宮
善
明

委
　
　
員
　�

佐
野
利
安

委
　
　
員
　�

小
田
圭
介

委
　
　
員
　�

土
屋
秀
明

副
委
員
長
　�

岩
田
広
行

委 

員 

長
　�

賀
茂
博
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議会をチェック !!
裾野市議会 検索

市議会のあれ？あれ？これ？これ？市議会の市議会のあれ？これ？

正・副議長室の窓辺から

Ｑ　�議長・副議長の任期っ
て何年？

�
Ａ　議長は 2年、
　　副議長は 1年です
� ※申し合せによる。
� ※再任は妨げない。

Ｑ�　常任委員会の任期は？
�
Ａ　2年です
　※�現在、常任委員会は３つ
　（�総務委員会・厚生文教委員
会・産建水道消防委員会）

　正副議長は、基
本的にほぼ毎日、
正副議長室に在
席し、来客者の
応対等をしてお
ります。また、議
長は、本会議を
はじめ各種委員

会や協議会等を開催し、議会が上程される議案等
を慎重に審議できるよう、当局との調整を行って
います。
　対外的にも、全国、東海、県、東部の議長会へ
の出席や、基地協議会をはじめとして多くの役職
になっており、各種会議やイベントへの参加など
多忙な日々を送っています。
　現在、地域主権時代を迎え議会を取り巻く環境
も変化している中で、議会改革は喫緊の課題とさ

れております。裾野市議会では、こうした時代の
変革を認識しつつ、議会とはどうあるべきかの論
議を行い、議会運営の改革と改善に取り組んでま
いりました。皆様が望むまちを市民と力を合わせ
て築くとともに、市民に開かれた身近な議会を目
指して「裾野市議会基本条例」の制定に向けて、
議長のリーダーシップのもと、議会改革等検討特
別委員会の中で、準備を進めております。
　今後とも、信頼される議会、市民の信託に的確
に応える議会へと
進化させるため、
議員一同が不断の
議会改革に邁進し
てまいりますので、
よろしくお願い申
し上げます。

土屋　篤男 議長

芹澤　邦敏 副議長

８月28日 火 本 会 議 10:00
８月31日 金 本 会 議 10:00
９月 ３ 日 月 現 地 視 察 13:30
９月 ４ 日 火 代 表 質 問 10:00
９月 ５ 日 水 代 表 質 問 10:00
９月 ７ 日 金

総 務 委 員 会
９:00

９月10日 月 ９:00
９月11日 火 ９:00
９月12日 水 厚生文教委員会 ９:00

９月13日 木 厚 生 文 教
委 員 会

９:00
９月14日 金 ９:00
９月18日 火

産建水道消防
委 員 会

９:00
９月19日 水 ９:00
９月20日 木 ９:00
９月21日 金 一 般 質 問 10:00
９月24日 月 一 般 質 問 10:00
９月25日 火 一 般 質 問 10:00
９月26日 水 本 会 議 10:00

議会傍聴にお越しください
平成24年　９月定例会（内定）

　市役所5階の議会事務局で簡単な手続き（名前と住所の記入）を行えば、
議会傍聴することが出来ます。６月定例会の傍聴者は 161 名でした。
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